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～講評～ 

大問 3 題構成で、直近 3 年と大きく問題構成上の変化はなかった。 

大問Ⅰは文法・語法・表現を問う 4 択問題。問 6 の under the weather「気分がすぐれない」など、受験生が見慣

れない表現が何問か出題されていた。こういった市販の参考書に載っていないような表現は、日頃の長文読解学習

からいかに語句を習得してきたかがものを言う部分であるが、合否にはさほど影響しないと考えられる。 

大問Ⅱは APA（American Psychological Association 米国心理学会）が発行する monitor on PSYCHOLOGY の

2022 年 4・5 月号の記事 THE SCIENCE BEHIND CREATIVITY からの出題で、「想像力の定義・測定の難しさ」

を述べる英文であった。 

大問Ⅲは、Peter Attia 著“Outlives: The Science and Art of Longevity”からの抜粋で、「肥満が原因で早死を危惧し

ていた 36 歳の医師である本書の著者ピーターが、長生きに興味を持つきっかけとなったある日」についての英文で

あった。 

長文はどちらも 2023 年度と似たような出題傾向で、英文の流れと問いの出題の流れが一致しているので、解きな

がら読み進めるようにし、消去法を駆使することで失点を防ぐことができただろう。合格には 70％程度を目標にし

たい。 


